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2024  August・ＳeptemberTopics
　令和6年6月18日に東京国際フォーラムにて第

58回優良従業員表彰式を開催した。

　今回は協会会員179社、756名の方々が、優良

従業員として表彰の栄誉を受けた。

　式典では佐々木会長の挨拶後、来賓としてご

臨席を賜った、東京都保健医療局長　雲田孝司様

（健康安全部長　中川一典様代読）と公益社団

法人全国ビルメンテナンス協会直前会長の一戸

隆男様のお二人から祝辞があった。

　その後受賞者を代表して、ゼネコン・サービ

ス株式会社の豊田恭史様とアポロビルサービス

株式会社の西澤美知様の2名に佐々木会長から

表彰状と記念品が授与された。

　その後、東京都交響楽団による記念コンサー

トが行われた。

第58回 優良従業員表彰式を開催



4健康が家族と職場を守る盾　見直そう生活習慣

Clip クリップボード

Board 第58回 優良従業員表彰式第58回 優良従業員表彰式

Ｐhoto album

アポロビルサービス株式会社　西澤美知様

ゼネコン・サービス株式会社　豊田恭史様

Ｐhoto album

佐々木会長 東京都保健医療局健康安全部長
中川一典様

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会
直前会長　一戸隆男様

野口副会長

東京都交響楽団メンバーによる弦楽五重奏で祝福



5 慣れるな　省くな　気を抜くな　初心に戻って　ゼロ災現場
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6慣れてきた　その余裕こそが落とし穴　原点回帰で安全確保

第14回
定時総会開催報告

第14回　定時総会

鯉渕議長

武政議長

■開催日時	 令和6年６月４日（火）14時30分から
■開催場所	 ビルメンテナンス会館2階研修室
■正会員現在数	 513会員
■出席正会員数	 408会員（会場出席84、委任状234、議決権行使書90）
■議長団
　議　長　　株式会社アキテム	 　　代表取締役社長　鯉渕健太郎　氏
　議　長　　東武ビルマネジメント株式会社　取締役社長　　　武政美佐雄　氏
■議事録署名人
　議　長　　株式会社アキテム	 　　代表取締役社長　鯉渕健太郎　氏
　議　長　　東武ビルマネジメント株式会社　取締役社長　　　武政美佐雄　氏
　会員代表　五光ビル管理株式会社	 　　代表取締役　　　多辺田　豊　氏
　会員代表　株式会社ツカサ美装	 　　代表取締役　　　庄司　和明　氏



7 安全は作られるより作るもの　先ずはあなたの意識から

特　集 第14 回  定時総会 開催報告

１ 
会
長
あ
い
さ
つ

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を

取
り
巻
く
状
況

　

コ
ロ
ナ
禍
は
昨
年
の
５
類
移
行
で
落
ち
着
い
て
き
た

が
、
完
全
に
終
息
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

能
登
半
島
で
は
、
地
元
の
方
々
は
お
正
月
の
地
震
と

い
う
こ
と
で
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。
地
形
の
こ

と
も
あ
り
な
か
な
か
先
端
ま
で
手
が
届
か
ず
、
一
部
水

も
供
給
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
昨
日
も
震
度
５
の
地
震

が
襲
っ
て
き
た
。
一
刻
も
早
い
復
旧
を
望
む
。

　

海
外
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
ガ
ザ
地

区
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
が
続
い
て

お
り
、
一
番
被
害
を
受
け
て
い
る
の
は
一
般
民
衆
で
あ

る
。
ま
た
、
争
い
に
伴
い
日
本
に
も
影
響
が
及
び
、
物

資
の
品
薄
高
が
続
い
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
一
日
も

早
く
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

協
会
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

１
年
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
中
で

１
０
０
％
と
言
っ
て
良
い
程
の
活
動
が
な
さ
れ
た
と
思

う
。
公
益
事
業
の
根
幹
で
あ
る
各
種
講
習
会
や
セ
ミ
ナ

ー
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実
行
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
海
外
研
修
を
５
年
ぶ
り
に
再
開
で
き
、
優
良

従
業
員
表
彰
式
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
、
新
年
賀
詞
交

歓
会
等
の
重
要
な
行
事
も
、
従
前
ど
お
り
の
開
催
が
で

き
た
ほ
か
、
厚
生
事
業
で
は
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
続
き
、
野
球
大
会
も
再
開
し
た
。

　

私
は
昨
年
７
月
か
ら
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

の
会
長
も
兼
務
し
て
い
る
の
で
、
全
国
協
会
と
の
連
携

を
一
層
密
に
し
、
当
協
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。

総
会
の
議
案
に
つ
い
て

　

本
日
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
、

役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
が
あ

る
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
慶
祝
行
事
、
懇
親
会
も
開
催
す

る
の
で
、
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
令
和
５
年
度 

事
業
報
告
承
認

　
　
　
　
　
　
の
件　
　
　

 

高
橋
専
務
理
事

■
提
案
説
明

　

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
講
習
会
や
行
事
の
大
半
を
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に

　
　
　
関
す
る
事
業

●

調
査
研
究　

近
年
採
用
が
多
く
な
っ
た
ノ
ン
ワ
ッ
ク

ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
社
で
の
対
応
に
つ
い

て
具
体
的
事
例
を
集
め
、
報
告
書
に
ま
と
め
た
。
ま

た
、
注
射
針
の
不
法
投
棄
及
び
針
刺
し
事
故
防
止
の

掲
示
物
に
つ
い
て
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
を
併

記
し
た
外
国
語
版
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

●

講
習
会　

受
講
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
73
名
増
の

７
５
７
名
と
な
っ
た
。

佐々木会長



8あわてるな　慣れた作業に　死角あり

●

セ
ミ
ナ
ー　

汚
れ
を
数
値
化
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定
器

を
使
用
し
た
調
査
研
究
結
果
を
活
か
し
、
「
清
掃
状

況
の
「
見
え
る
化
」」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

●

参
考
書
籍
・
研
修
教
科
書
の
作
成　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
技
能
検
定
3
級
に
関
す
る
指
導
者
用
テ
キ
ス
ト

の
ほ
か
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
が
ロ
ー
プ
高
所

作
業
に
つ
い
て
、
発
注
者
の
立
場
で
安
全
確
認
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
動
画
を
作
成
し
た
。

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、

　
　
　
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

●

講
習
会　

法
令
改
正
の
影
響
及
び
自
社
教
育
の
進
展

に
伴
い
、
受
講
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
前
年
度

比
60
名
減
の
２
３
６
５
名
と
な
っ
た
。

●

セ
ミ
ナ
ー　

警
備
業
務
へ
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
導
入
を
踏

ま
え
て
「
警
備
業
の
Ｄ
Ｘ
変
革
と
未
来
の
戦
略
導
入

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
参
加
が

あ
っ
た
。

●

参
考
図
書
・
研
修
教
科
書
の
作
成　

現
場
警
備
員
向

け
に
緊
急
時
対
応
等
を
ま
と
め
た
『
警
備
防
災
参
考

シ
ー
ト
』
を
作
成
し
た
。

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の

　
　
　
防
止
に
関
す
る
事
業

●

調
査
研
究　

①
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
の

選
定
や
活
用
事
例
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
た
。

②
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
や
監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た

ビ
ル
の
常
駐
設
備
員
の
業
務
省
力
化
に
つ
い
て
報
告

書
を
作
成
し
た
。
③
「A

N
A

 Blue Base

」
を
訪
れ
、

最
新
鋭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
と
そ
の
運
用
な
ど
を

視
察
し
た
。
④
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
を
訪

問
し
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
し
た
。

●

講
習
会　

受
講
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
３
５
２
名
増

の
１
４
３
５
名
と
な
っ
た
。

●

セ
ミ
ナ
ー　

協
会
専
任
講
師
を
活
用
し
た
「
初
心
者

の
た
め
の
設
備
管
理
入
門
講
習
」
を
開
催
し
、
好
評

を
得
た
。

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

●

労
働
安
全
研
修
・
講
習
会　

①
危
険
予
知
訓
練
講
習
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
と
も
に
前
年
度
を
大
き

く
上
回
る
参
加
者
を
得
た
。
②
労
働
安
全
衛
生
関
係

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業　

管
理
者
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
及
び
眼
科
医
の
協
力
を
得

て
「
転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
の
つ
く
り
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実
施
し
た
。

●

採
用
等
支
援
事
業　

求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン

お
仕
事
さ
が
し
」
の
年
間
応
募
者
数
が
１
５
０
１
件

と
前
年
度
か
ら
倍
増
し
た
。
ま
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
に
特
化
し
た
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

●

社
会
貢
献
事
業　

①
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
働
く

障
が
い
者
を
対
象
に
「
よ
く
わ
か
る
清
掃
講
習
」
４

コ
ー
ス
を
実
施
し
た
。
②
セ
ミ
ナ
ー
は
「
障
が
い
者

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
③
テ
ル
ウ
ェ

ル
東
日
本
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
障
が
い
者
が

活
躍
し
て
い
る
清
掃
現
場
見
学
会
を
実
施
し
た
。

●

品
質
改
善
事
業　

基
礎
コ
ー
ス
、
実
践
コ
ー
ス
な
ど

の
各
種
講
習
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
勉
強
会
を
実
施

し
た
。

●

労
働
安
全
衛
生
大
会　

90
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
、

「
第
14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
と
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

実
施
し
た
。

●

広
報
誌
の
発
行　

年
11
回
発
行
し
た
。

●

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

東
京
地
区
応
募
作
品

６
１
５
点
か
ら
優
秀
作
品
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
カ
レ

ン
ダ
ー
に
し
て
会
員
及
び
都
内
公
立
小
学
校
等
に
配

付
し
た
。

高橋専務理事



9 焦らない　ゆとりが作る　０災害

特　集 第14 回  定時総会 開催報告

●

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

今
年
７

月
開
催
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
２
４
に
向
け
、
準
備
を
行
っ
た
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
事
業

●

調
査
研
究　

①
海
外
研
修
視
察
と
し
て
10
月
27
日
か 

ら
、
シ
ド
ニ
ー
で
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ

州
立
美
術
館
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
な
ど
を
視
察
し

た
。
②
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
し
、
小

池
都
知
事
に
要
望
書
を
手
交
し
た
。

●

教
育
・
訓
練　

①
動
画
『
労
働
時
間
の
き
ほ
ん　

労

働
時
間
編
』
を
作
成
し
た
。
②
電
子
帳
簿
保
存
法
の

改
正
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

●

業
界
概
括
調
査　

近
年
の
物
価
や
最
低
賃
金
の
上
昇

を
踏
ま
え
、
官
公
庁
入
札
の
有
無
、
契
約
改
定
交
渉

の
成
否
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

●

文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業　

①
野
球
大
会
を
4
年
ぶ

り
に
再
開
し
た
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
実
施
し
た
。
②
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
や

都
立
動
物
園
、
清
掃
作
業
員
の
日
常
を
テ
ー
マ
に
し

た
映
画
「PERFEC

T D
AY

S

」
へ
の
招
待
等
を
実

施
し
た
。

●

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理　

中
期
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事
な
ど
を
実
施

し
た
。

●

そ
の
他　

新
年
賀
詞
交
歓
会
、
優
良
従
業
員
表
彰
式
、

役
員
・
委
員
の
集
い
を
平
年
ベ
ー
ス
に
戻
し
て
実
施

し
た
。

第
２
号
議
案　
令
和
５
年
度 

決
算
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

１　
経
常
収
益

●

会
費
収
益　

予
算
額
１
億
７
６
０
５
万
円
に
対
し
、

決
算
額
１
億
７
５
２
４
万
円
だ
っ
た
。

●

事
業
収
益　

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害

の
防
止
に
関
す
る
事
業
収
益
は
、
過
去
の
法
令
改
正

の
影
響
及
び
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
自
社
教
育
化
が
一
段

と
進
ん
だ
た
め
減
収
と
な
っ
た
。
③
建
築
設
備
機
器

の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
収
益
は
、
協
会
専
任

講
師
を
活
用
し
た
新
規
講
習
の
人
気
が
高
く
、
増
収

に
な
っ
た
。
⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
収
益
は
、
野

球
大
会
申
込
み
社
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
減
収
と
な

っ
た
。

●

経
常
収
益
計　

予
算
額
２
億
９
７
７
０
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
２
億
９
５
０
１
万
円
と
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り

の
収
益
と
な
っ
た
。

２　
経
常
費
用

⑴
事
業
費

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費　

全

体
的
に
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
結
果
、
予
算
額

１
８
０
２
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
１
３
９
６
万
円

だ
っ
た
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す

る
事
業
費　

予
算
額
１
０
１
４
万
円
に
対
し
、
決
算

額
は
９
７
６
万
円
だ
っ
た
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費　

　

協
会
専
任
講
師
の
担
当
を
増
加
さ
せ
講
師
謝
金
支
出

　

が
減
少
し
た
こ
と
、
研
修
資
機
材
の
修
理
を
協
会
内

部
で
実
施
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
予
算
額
１
７
５
０

　

万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
１
４
０
６
万
円
だ
っ
た
。榎本財務委員長
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④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
費　

障
が
い
者
等
自
立
支

援
単
独
事
業
は
清
掃
巡
回
指
導
へ
の
申
込
み
が
少
な

か
っ
た
こ
と
、
各
種
広
報
は
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
の
仕
様
を
変
更
し
印
刷
費
と
発
送
費
を
削
減

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
予
算
額
４
４
３
２
万
円
に
対

し
、
決
算
額
は
３
３
４
６
万
円
と
な
っ
た
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

館
管
理
運
営
事
業
は
、
節
電
の
徹
底
や
政
府
補
助
金

等
に
よ
り
電
力
料
金
が
減
少
し
た
こ
と
、
会
館
工
事

に
お
い
て
緊
急
性
の
低
い
工
事
を
見
送
っ
た
こ
と
等

の
理
由
で
支
出
が
減
少
し
た
。
新
年
賀
詞
交
歓
会
は

運
営
方
法
を
工
夫
し
、
支
出
が
減
少
し
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
、
予
算
額
１
億
１
３
７
１
万
円
に
対
し
、
決

算
額
は
６
４
３
９
万
円
と
な
っ
た
。

●

事
業
費
計　

予
算
額
２
億
３
７
１
万
円
に
対
し
、
決

算
額
は
１
億
３
５
６
５
万
円
と
な
っ
た
。

⑵
管
理
費

●

退
職
給
付
費　

在
職
期
間
が
支
給
基
準
に
達
し
た
職

員
が
複
数
い
た
た
め
、
支
出
が
予
算
を
上
回
っ
た
。

●

管
理
費
計　

予
算
額
１
億
６
６
７
５
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
１
億
７
１
１
１
万
円
と
な
っ
た
。

⑶
経
常
費
用
計

　

予
算
額
３
億
７
０
４
６
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は

３
億
６
７
６
万
円
と
な
っ
た
。

３　
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
・

　
　
正
味
財
産
期
末
残
高

　

経
常
収
益
計
か
ら
経
常
費
用
計
を
差
し
引
い
た
評

価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
予
算
額
△

７
２
７
５
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
△
１
１
７
５
万
円

と
な
り
、
赤
字
幅
は
約
６
１
０
０
万
円
縮
小
し
た
。

正
味
財
産
期
末
残
高
は
10
億
１
６
８
７
万
円
で
、
前
期

末
と
比
べ
△
１
３
５
３
万
円
と
な
っ
た

４　
令
和
5
年
度
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
11
億
１
１
１
６
万
円
、
負
債
合
計
は

９
４
２
８
万
円
、
正
味
財
産
合
計
は
10
億
１
６
８
７
万

円
と
な
り
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
の
正
味
財
産
期
末

残
高
と
一
致
す
る
。

５　
公
益
法
人
の
財
務
基
準
の
達
成
状
況

　

公
益
法
人
の
財
務
基
準
は
、
①
公
益
事
業
比
率
が
50

％
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
収
支
相
償
と
し
て
公
益
事
業

の
経
常
費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
る
こ
と
、
③
遊
休
財

産
の
保
有
額
が
保
有
制
限
額
を
超
え
な
い
こ
と
の
3
点

で
あ
る
。

①
公
益
事
業
比
率　

公
１
か
ら
公
４
ま
で
の
合
計
が

62.

６
％
と
な
り
、
公
益
事
業
比
率
50
％
以
上
を
確

保
し
て
い
る
。

②
収
支
相
償　

第
一
段
階
、
第
二
段
階
と
も
に
、
経
常

費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
っ
た
。

③
遊
休
財
産
保
有
制
限　

遊
休
財
産
保
有
制
限
額
は

１
億
９
１
２
３
万
円
に
対
し
、
保
有
す
る
遊
休
財
産

額
は
６
０
０
１
万
円
と
な
り
、
保
有
率
は
31
％
と
な

っ
た
。

　

以
上
、
公
益
法
人
財
務
基
準
を
全
て
満
た
し
て
い
る
。

 

監
査
報
告　
　
　
　

  　
坂
野
監
事

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
行

い
、
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

１　
監
査
の
方
法

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠
書

類
を
精
査
し
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。
業

務
監
査
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会
議
に坂野監事
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出
席
し
、
理
事
の
業
務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書
類
の
閲

覧
等
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行
い
、
業
務
執
行

の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２　
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、

法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く
示
し
て
い

る
と
認
め
る
。
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
な
行

為
並
び
に
法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
い
と

認
め
る
。

■
採
決

　

第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
と
も
に
総
会
出
席
正
会

員
数
の
３
分
の
２
と
な
る
２
７
２
名
以
上
の
賛
成
が
必

要
と
な
る
。
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
３
分
の
２
を
上

回
る
賛
成
を
得
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　
令
和
６・７
年
度 

役
員
立
候

補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
件

　
竹
田
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
長

■
提
案
説
明

　

次
期
の
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
候

補
者
名
簿
を
提
案
す
る
。
委
員
は
５
名
、
任
期
は
２
年

で
３
期
６
年
が
限
度
と
さ
れ
、
役
員
を
除
く
正
会
員
の

代
表
者
か
ら
総
会
で
選
任
す
る
。
委
員
は
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
も
兼
ね
る
。
今
回
の
提
案
は
、
現
委
員
５
名
を

令
和
８
年
度
の
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
選
任
す
る
も
の

で
あ
る
。
全
員
が
役
員
選
任
規
程
の
上
限
と
な
る
３
期

目
と
な
る
。

■
採
決　

　

選
任
に
は
総
会
出
席
正
会
員
数
の
過
半
数
で
あ
る

２
０
５
名
以
上
の
信
任
が
必
要
と
な
る
。
採
決
の
結
果
、

過
半
数
を
上
回
る
賛
成
を
得
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

竹田役員立候補者資格等審査委員長
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３　
報
告
事
項

⑴　
一
般
報
告　
　
　
　

  

高
橋
専
務
理
事

　

５
月
31
日
現
在
、
正
会
員
は
５
１
３
社
、
賛
助
会
員

は
69
社
、
１
年
前
に
比
べ
て
微
増
し
た
。
こ
こ
10
年
は

横
ば
い
か
ら
微
増
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

⑵　
全
国
協
会
報
告　

　
　
　
　
　
　

  　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

　

４
月
23
日
に
全
国
協
会
の
第
56
回
定
例
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
議

さ
れ
た
。
主
要
な
部
分
を
中
心
に
報
告
す
る
。

　

１
つ
目
は
「
維
持
管
理
・
運
用
Ｂ
Ｉ
Ｍ
へ
の
対
応
検

討
」
で
あ
る
。
国
は
実
在
す
る
建
物
を
デ
ー
タ
化
し
て

情
報
を
活
用
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
推
進
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

て
い
る
が
、
設
計
・
施
工
段
階
で
活
用
さ
れ
て
い
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
維
持
管
理
・
運
用
段
階
ま
で
広
げ
る
た
め
、

２
０
２
６
年
度
ま
で
に
手
法
を
確
立
す
る
。
会
員
が
Ｂ

Ｉ
Ｍ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
く
。

　

２
つ
目
は
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
・
価
格
交
渉
の
支

援
で
あ
る
。
価
格
交
渉
に
臨
む
会
員
を
支
援
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
と
協
力
し
て
業
界
の
自
主
行
動
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
会
員
が
取
り
組
む
価
格
交
渉
活
動

の
実
態
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行
う
。

　

３
つ
目
は
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
分
野
特
定
技
能
評
価

試
験
の
実
施
で
あ
る
。１
号
評
価
試
験
は
２
０
２
５
年

１
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
上
で
試
験
を
行
う
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
に

切
り
替
え
、
試
験
開
催
国
や
受
験
者
数
の
拡
大
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
特
定
技
能
２
号
評
価
試

験
を
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
。

⑶　
令
和
６
年
度 

事
業
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
高
橋
専
務
理
事

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
前
年
度
と
大
き
く

変
わ
っ
た
点
を
中
心
に
説
明
す
る
。

第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の

　
　
　
向
上
に
関
す
る
事
業

　

近
年
増
加
し
て
い
る
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
し
て
メ
ー
カ
ー
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど
、

新
た
な
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
さ
ら
に
調
査

研
究
を
進
め
る
。

　

清
掃
現
場
で
使
用
し
て
い
る
作
業
標
示
板
に
つ
い
て
、

使
用
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
注
意
喚
起
を
図
る
た
め
、

表
示
内
容
を
差
し
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
掲
示
物
を
作

成
す
る
。

　

認
定
職
業
訓
練
の
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
Ａ
コ
ー
ス

を
拡
大
す
る
。

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、

　
　
　
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

昨
年
か
ら
引
き
続
き
警
備
業
務
に
関
す
る
実
態
調
査

を
行
い
、
業
務
に
活
用
す
る
。

　

講
習
会
の
実
施
で
は
、
近
年
の
法
令
改
正
等
の
結
果
、

受
講
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
任
警
備

員
教
育
、
現
任
警
備
員
教
育
等
の
実
施
回
数
を
見
直
す
。

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の

　
　
　
防
止
に
関
す
る
事
業

　

メ
ー
カ
ー
や
業
界
各
社
の
省
エ
ネ
へ
の
取
組
事
例
に

つ
い
て
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
給

野口東京地区本部長
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排
水
管
、
電
気
設
備
等
の
修
繕
時
期
の
特
定
に
活
用
で

き
る
よ
う
検
査
や
診
断
技
術
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告

書
を
作
成
す
る
。

　

ま
た
、
協
会
専
任
講
師
を
活
用
し
た
講
習
等
、
専
門

講
習
を
拡
大
す
る
。

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

社
会
貢
献
事
業
の
う
ち
、
障
が
い
児
（
者
）
に
対
す

る
自
立
支
援
事
業
及
び
「
よ
く
わ
か
る
清
掃
講
習
」
に

つ
い
て
は
実
績
に
合
わ
せ
て
縮
小
す
る
一
方
、
障
が
い

者
雇
用
促
進
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
は
特
別
支
援
学
校
で

新
規
開
催
、
規
模
を
拡
大
す
る
。

　

年
11
回
発
行
し
て
い
た
広
報
誌
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東

京
』
に
つ
い
て
は
、
年
６
回
発
行
と
す
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４

は
、
７
月
18
・
19
日
に
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館
に
て
開
催
す
る
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
で
は
新
た
に
ラ
ン
チ
ク
ル

ー
ズ
補
助
を
実
施
し
、
こ
の
結
果
が
良
け
れ
ば
、
日
帰

り
バ
ス
旅
行
と
隔
年
実
施
に
し
て
い
く
。

⑷　
令
和
６
年
度 

予
算　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

榎
本
財
務
委
員
長

　

３
月
の
第
１
３
４
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
６

年
度
予
算
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
く
変
化

し
た
部
分
を
中
心
に
報
告
す
る
。

１　
経
常
収
益

　

会
費
収
益
、
入
会
金
収
益
は
、
概
ね
令
和
５
年
度
予

算
と
同
額
を
計
上
し
た
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
収
益

　
　

講
習
会
の
定
員
を
コ
ロ
ナ
禍
前
に
ほ
ぼ
戻
す
と
と

も
に
、
協
会
専
任
講
師
を
活
用
し
た
新
規
講
習
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
増
と
な
っ
た
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
収
益

　
　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０

　

２
４
出
展
料
収
益
は
、
フ
ェ
ア
開
催
年
度
で
あ
る

た
め
、
１
８
４
８
万
円
を
計
上
し
た
。

　

経
常
収
益
計
は
５
年
度
比
１
９
８
９
万
円
増
の

３
億
１
７
６
０
万
円
と
な
っ
た
。

２　
経
常
費
用

(

１)

事
業
費

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

　
　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
は
開
催
年
度

で
は
な
い
。
各
種
節
減
努
力
も
含
め
、
５
年
度
比

６
１
８
万
円
減
の
１
１
８
３
万
円
を
計
上
し
た
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す

る
事
業
費

　
　

警
備
業
務
教
育
費
に
お
い
て
、
減
少
し
た
受
講
人

数
に
合
わ
せ
た
開
催
回
数
の
適
正
化
な
ど
に
よ
り
、

５
年
度
比
２
３
１
万
円
減
の
７
８
３
万
円
を
計
上
し

た
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費

　
　

研
修
・
講
習
会
に
お
い
て
、
協
会
専
任
講
師
の
担

当
増
に
よ
る
講
師
謝
金
支
出
の
減
少
等
に
よ
り
、
５

年
度
比
３
９
０
万
円
減
の
１
３
６
０
万
円
を
計
上
し

た
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
費

　
　

障
が
い
者
等
自
立
支
援
単
独
事
業
の
申
込
み
減
に

伴
う
実
績
減
、
広
報
誌
の
年
６
回
発
行
移
行
に
伴
う

減
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
・
配
付

の
休
止
の
一
方
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
開
催
に
伴
う
増
が
あ
り
、
５
年
度

比
１
８
８
万
円
増
の
４
６
２
０
万
円
を
計
上
し
た
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費

　
　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理
運
営
は
原
油
価
格

の
低
下
に
加
え
て
、
節
減
努
力
を
反
映
し
た
水
道
光

熱
費
減
や
修
繕
工
事
費
減
で
４
２
６
３
万
円
の
減
と

な
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
費
計
は
、
５
年
度
比

６
２
４
８
万
円
減
の
１
億
４
１
２
２
万
円
を
計
上
し
た
。
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(

２)

管
理
費

　

給
料
手
当
は
有
期
雇
用
職
員
の
勤
務
日
数
を
減
少
さ

せ
る
な
ど
、
賃
金
上
昇
に
よ
る
増
額
を
極
力
制
御
し
た
。

減
価
償
却
費
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
等
の
結
果

減
価
償
却
対
象
資
産
が
増
加
し
た
た
め
、
３
９
３
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

　

管
理
費
計
は
、
５
年
度
比
６
６
５
万
円
増
の

１
億
７
３
４
１
万
円
を
計
上
し
た
。

(

３)

経
常
費
用
計

　

経
常
費
用
計
は
、
５
年
度
比
５
５
８
３
万
円
減
の

３
億
１
４
６
３
万
円
と
な
っ
た
。

３　
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
・
正

味
財
産
期
末
残
高

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
２
９
７
万

円
で
あ
る
。

　

租
税
公
課
を
３
７
５
万
円
と
見
込
み
、
収
益
事
業
収

益
振
替
後
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、
△
77
万
円

と
な
っ
た
。

　

正
味
財
産
期
末
残
高
は
、
10
億
１
０
１
７
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

４　
慶
祝
行
事
等

⑴　
還
暦
の
お
祝
い
：
４
名

　

出
席
の
皆
様
を
紹
介
の
上
、
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

（
下
表
参
照
）

還暦のお祝い対象者

以下４名 （敬称略・氏名五十音順）

会　社　名 役　職 氏　名

新幹線メンテナンス東海株式会社 代表取締役社長 大山　隆幸

株式会社ジェイレック 代表取締役 加藤　裕之

ALSOKファシリティーズ株式会社 代表取締役社長 鈴木　一三

株式会社清建社 代表取締役社長 西田　　新

還暦のお祝い
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永年勤続者表彰対象者

委　員　の　部	 （敬称略・氏名五十音順）

16年表彰　以下1名	

会　社　名 氏　名 委員会名

個人委嘱 平間　定男 建築物施設保全委員会

10年表彰　以下6名	

会　社　名 氏　名 委員会名

株式会社協栄 金子　　健 経営研究委員会

個人委嘱 小嶋　　明 障がい者等自立支援委員会

個人委嘱 佐藤　　均 建築物施設保全委員会

東京美装興業株式会社 田中　則子 障がい者等自立支援委員会

個人委嘱 西田　信義 障がい者等自立支援委員会

オリックス・ファシリティーズ株式会社 堀　　靖雄 建築物施設保全委員会

6年表彰　以下3名	

会　社　名 氏　名 委員会名

ALSOKファシリティーズ株式会社 池ノ谷行則 警備防災委員会

株式会社ケントク東京本部 沓澤　　忍 建築物衛生管理委員会

個人委嘱 小林　　宏 警備防災委員会

⑵　
永
年
勤
続
者
表
彰

■
役
員
の
部
：
該
当
者
な
し

■
委
員
の
部
：
16
年
表
彰
か
ら
６
年
表
彰
ま
で

　
　
　
　
　
　
合
計
10
名
（
左
表
参
照
）

　

出
席
の
皆
様
を
紹
介
の
上
、
表
彰
・
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。

　

委
員
を
代
表
し
、
16
年
表
彰
の
平
間
委
員
か
ら
受
賞

の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

要
旨
：
協
会
の
活
動
に
参
加
し
た
の
は
、
16
年
前
の

当
時
の
社
長
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
退
職

後
は
空
調
ダ
ク
ト
の
清
掃
を
主
に
し
て
い
る
会
社
に
勤

務
し
て
い
る
が
、
協
会
活
動
に
理
解
が
深
い
会
社
な
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
頑
張
り
た
い
。

委員の部　永年勤続者表彰
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新入会員

（1）正会員	 （敬称略・入会日順）

入会年月日 会社名 所在地 代表者名 推薦正会員

令和５年　
９	月1	日 裕信株式会社 中央区八丁堀4-9-13

ニチレックビル５F 中原　　亮 株式会社泰成産業

令和５年　
11	月1	日 ココプラント株式会社 板橋区徳丸1-43-16 西村　勝彦 東京シティサービス株式会社

令和５年　
11	月1	日 株式会社ビオス 	品川区北品川1-20-9 小野　健二 株式会社アーバンテクノ

令和６年　
１	月１	日 東電不動産株式会社 中央区築地5-6-4 織井　　亮 株式会社グローキャスト

令和６年　
３	月1	日 株式会社エヌアールサービス 中野区中央4-29-4 長瀬　陽子 株式会社東海管理舎

令和６年　
３	月1	日 株式会社サイリス 千代田区神田淡路町2-6

神田淡路町二丁目ビル７F 長尾　　宏 株式会社アイティートラスト

令和６年　
3	月1	日 日章警備保障株式会社 新宿区西早稲田3-30-16

HORIZON.1ビル２F 小林　多喜 朝日管財株式会社

令和６年　
3	月1	日 日都産業株式会社 品川区西五反田5-5-7

ケーエムビル５F 吉田　真生 株式会社東京クリアセンター

令和６年　
３	月1	日 株式会社FOREST 豊島区池袋2-58-2

日興ビル２F 李　　振隆 東京コニックス株式会社

（2）賛助会員	 （敬称略・入会日順）

入会年月日 会社名 所在地 代表者名 主な営業項目 推薦正会員

令和５年　
9	月1	日 有限会社サクマテクノ 江戸川区上篠崎2-15-17	 佐久間裕章 空調設備工事等

株式会社
エムエムインター
ナショナル

令和５年　
9	月1	日 Paintnote株式会社 品川区上大崎2-9-21

KOHSHIN	HOUSE	１B 藤井　友輝 現場仕事向け
スケジュール管理クラウド等 株式会社ジャレック

令和５年　
11	月1	日 アシオット株式会社 町田市森野1-36-2

セレステ町田３F 三上　楊平 自動検針サービス提供、
IoT+AIシステムの開発等 大成株式会社

令和６年　
１	月1	日

住友セメントシステム開発
株式会社

港区芝大門1-1-30
芝NBFタワー３F 島田　　徹 各種ソフトウェア開発、

販売及び賃貸等
都市総合サービス
株式会社

会場の様子
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⑶　
新
入
会
員
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

　

出
席
の
新
入
会
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
、
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

５　
閉
会
の
こ
と
ば

○
梶
山
副
会
長

　

本
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
審
議
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。

　

全
議
案
を
ご
承
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

協
力
で
円
滑
に
定
時
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
長
の
鯉
渕
様
、
武
政
様
に
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
慶
祝
行
事
で
還
暦
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た

会
員
の
皆
様
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
委
員
の
皆
様
に
は
、

当
協
会
へ
の
長
年
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
と
も
に
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
す
る
。

　

本
日
よ
り
ま
た
１
年
間
、
役
員
一
同
、
協
会
運
営
に

全
員
で
一
致
団
結
し
て
当
た
っ
て
い
き
た
い
。
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正会員
（敬称略）

賛助会員（敬称略）

日章警備保障株式会社

アシオット株式会社

ココプラント株式会社 裕信株式会社

日都産業株式会社

住友セメントシステム開発株式会社

東電不動産株式会社

有限会社サクマテクノ

梶山副会長
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

先
の
通
常
国
会
で
、
技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る
育
成

就
労
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
改
正
法
が
成
立
し
た
。
施

行
時
期
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
我
々
の
業
界
に

と
っ
て
良
い
形
で
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
認
め
ら
れ
た
特
定
技
能
２

号
に
つ
い
て
は
、
以
前
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
看
護
師
試
験

の
例
が
あ
る
。
日
本
語
で
、
か
つ
内
容
が
難
し
い
、
日

本
人
と
同
列
の
試
験
を
実
施
し
て
皆
さ
ん
帰
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
定
技
能
２
号
の
評
価
試
験
も

あ
ま
り
配
慮
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
辺
の

と
こ
ろ
も
考
え
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
東
京
協
会
と
し
て
も
全
国
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
上
で
、
お
話
し
し
て
い
き
た
い
。

　

６
月
４
日
に
第
14
回
定
時
総
会
が
終
了
し
、
新
た
な

期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
皆
様
と
協
力
の
上
で
進
め
て
い

き
た
い
。
第
58
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
も
雨
の
中
で
は

あ
っ
た
が
無
事
に
終
了
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
、
変
異
株
も
日
本
で
は
大
き

く
流
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍

前
同
様
に
行
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
に
つ
い

て
も
、
出
席
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
理
事
職
務
の
継
続
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

Photo:むくげ

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第136回

理 事 会 報 告
東京都に対する予算要望を承認
■日時　令和6年７月２日（火）午後2時57分～午後３時34分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事19名、監事3名

■審議事項
第１号議案　理事職務の継続について
第２号議案　継続入会の承認について
　　　　　　正会員　株式会社イーグルスペース
第３号議案　令和７年度 東京都予算要望 
　　　　　　ビルメンテナンス業関係施策について
第４号議案　委員会委員の追加選任について

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

向
山
路
一
理
事
か
ら
、
令
和
６
年
６
月
26
日
付
で

株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
代
表
取
締
役

社
長
を
退
任
さ
れ
、
同
日
付
で
同
社
の
代
表
権
の
な

い
取
締
役
会
長
に
就
任
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
人
か
ら
理
事
職
務
を
継
続
し
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
っ
た
。
向
山
理
事
は
、
現
在
建
築
物
施

設
保
全
委
員
会
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
引
き
続
き

理
事
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。

　

定
款
施
行
規
則
第
９
条
に
基
づ
き
、
向
山
理
事
の

現
任
期
終
了
時
ま
で
の
職
務
の
継
続
を
提
案
す
る
。

第
２
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
担
当
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

株
式
会
社
イ
ー
グ
ル
ス
ペ
ー
ス
は
、
正
会
員
の
株

式
会
社
イ
ー
グ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
、同
社
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
非
会
員
の
株
式
会
社
プ
ロ
ス
ペ
ー
ス
が
令

和
６
年
６
月
に
合
併
し
た
会
社
で
あ
り
、
存
続
会
社

で
あ
る
株
式
会
社
プ
ロ
ス
ペ
ー
ス
が
名
称
変
更
し
て

株
式
会
社
イ
ー
グ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
。
同
社
の

代
表
は
、
株
式
会
社
イ
ー
グ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
代

表
と
同
じ
方
が
就
任
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
継
続
入
会
の
申
込
み
が
あ
り
、
総
務
委

員
会
と
し
て
問
題
な
し
と
判
断
し
た
。
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■第 136回理事会

第
３
号
議
案　
令
和
７
年
度 

東
京
都
予
算
要
望

 
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
関
係
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
経
営
研
究
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

毎
年
東
京
都
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
要
望
書
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
要
望
と
比
較
し
つ
つ
説
明
す
る
。

　

前
文
に
つ
い
て
は
、
要
望
書
の
根
拠
と
な
る
官
公

庁
か
ら
の
文
書
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
に
更
新
し

た
。
昨
年
11
月
、
内
閣
官
房
、
公
正
取
引
委
員
会
の

連
名
で
発
注
者
・
受
注
者
双
方
に
示
さ
れ
た
「
労
務

費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指

針
」
と
、
昨
年
８
月
に
総
務
省
か
ら
全
国
の
自
治
体

宛
て
に
発
出
さ
れ
た
「
最
低
賃
金
の
改
定
に
伴
う
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
関
す
る
契
約
金
額
の
変
更

に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
労

務
費
上
昇
の
契
約
額
へ
の
速
や
か
な
転
嫁
を
促
す
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゼ
ロ
都
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に

始
ま
っ
た
本
制
度
の
活
用
に
よ
り
一
部
案
件
で
入
札

時
期
の
前
倒
し
が
行
わ
れ
た
が
、
総
合
評
価
制
度
を

中
心
と
し
た
案
件
が
な
く
、
そ
の
効
果
が
実
感
で
き

な
い
た
め
、
案
件
拡
大
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の
審
査

に
つ
い
て
」
で
は
、
適
切
な
業
者
の
確
認
対
象
を
落

札
者
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
で
都
と
し
て
も
対
応
し

や
す
く
す
る
こ
と
を
通
じ
、
要
望
の
早
期
実
現
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　

入
札
参
加
資
格
者
の
社
会
保
険
の
加
入
状
況
の
確

認
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
要
望
の
結
果
、
昨
年
度
末

に
東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会
を
通
じ
て
全
数
確
認

が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
要
望
で
は
、
調
査
に
よ
っ

て
不
正
業
者
が
い
た
場
合
に
は
厳
正
な
対
処
を
す
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

要
望
活
動
の
結
果
、
障
が
い
者
雇
用
率
は
申
請
日

時
点
の
み
な
ら
ず
年
度
途
中
で
も
変
更
で
き
る
よ
う

改
善
が
図
ら
れ
た
た
め
、
当
該
要
望
は
削
除
し
た
。

　

新
規
項
目
「
東
京
都
社
会
的
責
任
調
達
指
針
に
つ

い
て
」
で
は
、
東
京
都
財
務
局
が
有
識
者
会
議
を
通

じ
て
作
成
中
の
指
針
の
意
義
に
つ
い
て
は
評
価
し
つ

つ
も
、
膨
大
な
項
目
が
必
須
と
な
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
へ
の
対
応
は
中
小
企
業
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、

そ
の
部
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

新
規
項
目
「
労
働
災
害
対
策
に
つ
い
て
」
で
は
、

熱
中
症
予
防
対
策
に
関
す
る
費
用
負
担
の
要
望
で
あ

る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
で
は
労
働
災
害
が
多

数
発
生
し
て
お
り
、
特
に
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
先

月
当
協
会
が
東
京
労
働
局
長
か
ら
熱
中
症
予
防
対
策

の
徹
底
に
つ
い
て
要
請
を
受
け
て
い
る
。
東
京
都
は

工
事
受
注
者
に
対
し
て
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

通
知
を
発
出
し
て
い
る
が
、
危
険
度
は
当
業
界
も
同

様
で
あ
る
。
熱
中
症
予
防
対
策
を
行
う
た
め
、
対
策

費
を
含
め
た
適
切
な
予
算
計
上
を
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

要
望
書
は
今
後
、
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
や
都

知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
席
上
で
東
京
都
に
対
し
て
提
出

す
る
予
定
で
あ
る
。

第
４
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
教
育
研
修
小
委
員
会
委

員
に
、
グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ
プ
株
式
会
社
石
塚
肇
氏
の
選

任
を
お
願
い
す
る
。
氏
は
現
在
、
同
社
で
清
掃
品
質

課
課
長
を
務
め
て
い
る
。
氏
に
は
平
成
17
年
か
ら
13

年
間
、
同
委
員
会
の
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
が
、

出
向
に
伴
い
退
任
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
は
出
向

解
除
に
伴
う
再
就
任
と
な
る
。
選
任
後
は
、
教
育
研

修
小
委
員
会
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
く
。

3　
報
告
事
項

⑴　
委
員
会
報
告　
　
　
　

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

○
第
14
回
定
時
総
会
の
実
施
報
告

　

定
時
総
会
に
お
け
る
議
決
の
最
終
的
な
内
訳
だ
が
、

出
席
総
数
は
４
０
８
社
だ
っ
た
。
議
案
ご
と
の
議
決

権
行
使
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
承
認
を
い
た

だ
い
た
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

（
ア
）
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
の
実
施

　

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
と
合
同
で
、

毎
年
６
月
を
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
高
所
作
業
で
の
転
落
・
墜
落
等
の
災

害
防
止
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
は
チ
ラ
シ
や
特
設
サ
イ
ト
で
の
啓
発
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に
加
え
、
東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
と

共
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
ほ
か
、
７
月
19
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４

の
中
で
安
全
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
イ
）
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
会
議
へ
の

参
加
報
告

　

東
京
労
働
局
が
主
催
す
る
、
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
予
防
対
策
会
議
に
、
当
委
員
会
か
ら
委
員
が
出
席

し
た
。

　

近
年
は
猛
暑
の
影
響
で
死
傷
者
が
非
常
に
多
く
、

会
議
で
は
各
業
種
の
業
界
団
体
に
向
け
て
、
熱
中
症

に
は
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

東
京
都
内
で
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
事
例
と
し

て
は
、
昨
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
作
業
中
に
気
分

が
悪
く
な
っ
た
方
が
30
日
間
の
休
業
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
一
昨
年
に
は
、
清
掃
員
の
方
が
２
名
亡
く
な
っ

て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
会
員
全
社
に
東
京
労
働
局
に
よ
る
注

意
喚
起
の
チ
ラ
シ
を
郵
送
し
た
ほ
か
、
講
習
会
の
参

加
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
等
し
て
い
る
。
夏
本
番

に
向
け
て
、
現
場
で
働
く
方
の
体
調
管
理
や
こ
ま
め

な
休
憩
、
水
分
・
塩
分
の
補
給
等
に
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
。

（
ウ
）
労
働
災
害
の
増
加

　

当
初
予
定
に
は
な
か
っ
た
が
、
緊
急
事
態
で
あ
る

た
め
追
加
で
報
告
す
る
。

　

東
京
労
働
局
の
直
近
の
デ
ー
タ
で
は
、
労
働
災
害

に
つ
い
て
全
業
種
の
中
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の

増
加
率
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
前
年
同
時
期
に

比
べ
28.
5
％
増
で
あ
り
、そ
の
主
因
は
転
倒
で
あ
る
。

転
倒
は
昨
年
同
期
で
72
件
だ
っ
た
の
が
本
年
は
現
時

点
で
１
２
０
件
発
生
し
て
お
り
、
倍
近
く
に
な
っ
て

い
る
。
転
倒
に
つ
い
て
は
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

（
ア
）
厚
生
事
業
実
施
報
告

　

本
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
実
施
報
告
を
行
う
。

○
第
98
回
ビ
ル
メ
ン
野
球
大
会

　

５
月
12
日
か
ら
３
週
に
わ
た
り
、
埼
玉
県
三
郷
市

の
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
参

加
チ
ー
ム
数
は
昨
年
よ
り
４
社
多
い
20
社
、
優
勝
は

昨
年
に
続
き
株
式
会
社
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
東
京
で
あ
っ

た
。
期
間
中
は
熱
中
症
や
け
が
人
も
な
く
、
無
事
に

終
了
し
た
。

○
都
立
動
物
園
・
水
族
園
の
招
待
事
業

　

招
待
人
数
は
３
園
で
１
４
５
組
２
９
０
名
だ
が
、

今
回
も
定
数
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ
い
た
。
抽
選

を
行
い
、
当
選
者
に
は
５
月
24
日
に
チ
ケ
ッ
ト
を
発

送
し
た
。

○
第
２
０
９
回
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
30
日
に
石
坂
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
実
施
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
だ
っ
た
。

28
名
が
申
し
込
み
、
優
勝
は
株
式
会
社
東
幸
の
田
島

多
加
次
氏
だ
っ
た
。

○
第
66
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待
事
業

　

本
事
業
は
年
４
回
実
施
し
て
い
る
が
、
第
１
回
目

を
７
月
24
日
に
上
野
の
東
京
文
化
会
館
で
実
施
す
る
。

招
待
人
数
は
10
組
20
名
だ
が
、
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
い
た
。
当
選
者
に
は
７
月
５
日
に
チ
ケ
ッ
ト
を
発

送
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
イ
）
第
67
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待
事
業

　

本
事
業
２
回
目
の
募
集
と
し
て
、
９
月
４
日
に
上

野
の
東
京
文
化
会
館
で
実
施
予
定
で
あ
る
。
10
組
20

名
の
招
待
事
業
と
し
て
、
７
月
16
日
よ
り
募
集
を
開

始
予
定
で
あ
る
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

○
連
合
東
京
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

東
京
都
へ
の
要
望
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
の
一

環
と
し
て
、
連
合
東
京
と
の
意
見
交
換
会
を
５
月
24

日
に
実
施
し
た
。
当
日
は
吉
澤
理
事
を
筆
頭
に
、
官

公
庁
契
約
小
委
員
会
の
委
員
が
対
応
し
た
。
先
方
か

ら
は
、
都
内
区
市
町
村
に
対
す
る
公
契
約
条
例
制
定

の
働
き
か
け
の
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
、

協
会
か
ら
は
東
京
都
へ
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
行
っ
た
。。

オ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

〇
第
23
回
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会
へ
の
協
賛
と

　
専
門
委
員
・
補
佐
員
の
派
遣

　

東
京
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
知
ら
れ
る
同
大
会

に
つ
い
て
、
今
年
度
も
主
催
団
体
の
独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
東
京
支
部
か

ら
大
会
へ
の
協
賛
と
、
専
門
委
員
・
補
佐
員
の
派
遣

依
頼
が
あ
っ
た
。
大
会
に
協
賛
し
、
専
門
委
員
３
名
、

補
佐
員
８
名
を
派
遣
す
る
。

　

本
大
会
は
、
令
和
７
年
２
月
15
日
に
小
平
市
の
東

京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
及
び
職
業
能
力
開
発
総

合
大
学
校
に
て
開
催
予
定
で
あ
る
。
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■第 136回理事会

カ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
４
の
開
催
（
進
捗
報
告
）

　

同
催
事
の
開
催
が
７
月
18
日
・
19
日
と
直
前
に

迫
っ
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
案
内
チ
ラ
シ
と
ガ
イ
ド
が

完
成
し
た
。
会
員
に
対
し
て
定
期
便
で
郵
送
す
る
と

と
も
に
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
出
展
社
自
身
も
会
員

等
の
皆
様
に
配
付
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

詳
細
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、

当
日
に
会
場
で
配
付
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
来
場

者
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
事
前
に
送
付
し
た
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
等
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
が
新
た
な
時
代

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
示
し
て
い
き

た
い
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
来
場
の
事
前
登
録
等
は
特
設
サ
イ
ト
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

⑵　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
　
高
橋
専
務
理
事

（
ア
）
（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

全
国
協
会
か
ら
、
特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
問
題

作
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
技
能
検
定
資
機
材
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

委
員
と
し
て
、
協
会
専
任
講
師
の
北
山
克
己
氏
の
派

遣
依
頼
が
あ
っ
た
。
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
５
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

（
イ
）
千
代
田
区
役
所

　

千
代
田
区
か
ら
、
公
契
約
審
議
会
委
員
と
し
て
、

引
き
続
き
高
橋
専
務
理
事
の
委
員
就
任
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
31
日
か
ら
令
和

８
年
７
月
30
日
ま
で
で
あ
る
。

⑶　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
５
・
６
月
）

５
月
８
日	

三
役
会
、
第
１
３
５
回
理
事
会
、

東
京
地
区
本
部
会
議
、
地
区
本
部

事
務
局
長
会
議

　
　

21
日	

東
京
ビ
ル
管
理
用
品
協
同
組
合
総

会
懇
親
会

　
　

24
日	

連
合
東
京
と
の
意
見
交
換
会

　
　

29
日	

神
奈
川
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
創
立
60
周
年
記
念
式
典

　
　

31
日	

東
京
都
警
備
業
協
会
と
の
意
見
交

換
会

６
月
４
日	

三
役
会
、
第
14
回
定
時
総
会
・
懇

親
会

　
　

14
日	
地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

18
日	

優
良
従
業
員
表
彰
式　

イ　
今
後
の
予
定

７
月
12
日	

全
国
協
会
東
京
地
区
本
部
代
議
員

会
議

　
　

18
・
19
日	

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ	

２
０
２
４
（
会
場
：
東
京
都

立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
）

　
　

24
日	

２
０
２
４
年
全
国
協
会
定
時
総
会

（
会
場
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

９
月
３
日	

三
役
会
、
第
１
３
7
回
理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
２
社
、
賛
助
会
員
69
社
（
令
和
６
年

７
月
１
日
現
在
）

エ　
令
和
６
年
度 

事
務
局
職
員
職
務
分
担

　
７
月
１
日
付
で
事
務
局
職
員
の
人
事
異
動
を
行
っ
た
。

４　
そ
の
他　
　
　
　
佐
々
木
会
長

〇
労
働
災
害
撲
滅
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

先
ほ
ど
森
井
理
事
か
ら
話
が
あ
っ
た
が
、
労
働
災
害

が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
ご
承
知
の
通
り
、
今
年
度
か

ら
労
災
保
険
料
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
１
期
で
災
害

の
発
生
を
防
い
だ
上
で
、
何
と
か
以
前
の
料
率
に
戻
し

た
い
と
、
全
国
協
会
で
も
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
東
京
の
災
害
が
多
い
と
い
う
の
は
残

念
だ
。
労
務
管
理
委
員
会
だ
け
に
お
願
い
す
る
の
で
は

な
く
、
協
会
全
体
で
災
害
撲
滅
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
し
て
い
っ
た
ら
良
い
か
、
考
え
て
進
め
て
い

く
こ
と
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。
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※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

アシオット株式会社　TEL : 042-860-6130
https://asiot.jp/

A Smart は、テナントビル、商業施設など、既設のインフラメータ（電気・ガス・水道）や工業計器（圧力
計や温度計等）に対して、電源・ネットワーク工事不要でメーター検針の DX 化を提供するサービスです。
メーター・計器のデータ蓄積、集計、可視化はもちろん帳票出力（使用料金明細書、料金内訳付請求書など）
や他サービス連携などをワンストップで提供しております。
従来、従業員が手動で行っていたメーター検針、設備の点検・監視業務に費やす手間や時間を短縮し、
読み取りミス、転記ミス、計算ミス防止をローコストで実現できます。

■競合優位性
①低価格
②アタッチメント（後付け）方式で既設機器のデータ収集などを
簡単に実現

③独自のエッジAI を活用することでの、低通信量化に成功し、
長時間のバッテリー駆動が可能

④アラート配信により、使用量の異常検知が可能
⑤帳票カスタマイズが行える為に、現在お使いの帳票・請求書
フォーマットへの自動転記が可能

■新規性
①AI 解析を通じて、カメラが撮影した計器の画像から自動的に
指針値を読み取り、遠隔検針を実現
②検針データの⾒える化や業務の自動化をクラウド上のウェブ
サービスを通じて実現
③取得データのビッグデータ分析を通じた省エネルギー対策
④これまで属人的に行われてきた異常検知を各種センサーによる
遠隔監視から実現するエッジAIモデル

「A Smart」エッジ A I 型の
自動検針サービス

メーター検針

現場へ行かずに自動検針
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社
会
の
主
な

出
来
事

５
・
16	

東
芝
が
国
内
で
最
大
４
千
人
の
人
員
削

減
実
施
へ　

５
・
17	

「
つ
ば
さ
の
党
」
代
表
ら
を
選
挙
活
動

妨
害
の
疑
い
で
逮
捕	

５
・
18	

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
ダ
ウ
工
業

株
平
均
の
終
値
が
初
め
て
４
万
ド
ル
台

５
・
19	

イ
ラ
ン
大
統
領
搭
乗
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
墜
落
事
故	

	

５
・
20	

富
士
山
「
吉
田
ル
ー
ト
」
の
通
行
予
約

受
付
け
が
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
開

始

５
・
21	

Ｅ
Ｕ
で
世
界
初
の
Ａ
Ｉ
規
制
法
が
成

立	

５
・
22	

俳
優
の
中
尾
彬
さ
ん
死
去
（
81
歳
）

５
・
23	

振
付
師
で
ダ
ン
サ
ー
の
真
島
茂
樹
さ
ん

死
去
（
77
歳
）

５
・
24	

プ
ロ
野
球
巨
人
の
戸
郷
投
手
が
史
上
89

人
目
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達
成

５
・
25	

日
米
欧
の
先
進
７
カ
国
財
務
相
・
中

央
銀
行
総
裁
会
議
が
イ
タ
リ
ア
で
開

催	

５
・
26	

大
相
撲
夏
場
所
で
新
小
結
大
の
里
が
初

優
勝

５
・
27	

国
土
交
通
省
は
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
る
日
本
航
空
に
厳
重
注
意	

５
・
28	

女
性
漫
才
師
の
今
く
る
よ
さ
ん
死
去

（
76
歳
）

５
・
29	

食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
め
ざ
す
改
正

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
成
立

５
・
30	

那
須
雪
崩
事
故
で
引
率
教
諭
ら
３
人
に

禁
錮
２
年
の
判
決

５
・
31	

機
能
性
表
示
食
品
の
健
康
被
害
報
告
を

義
務
化

６
・
１	

来
春
卒
大
学
生
の
採
用
面
接
が
解
禁

６
・
２	

全
米
女
子
ゴ
ル
フ
で
笹
生
優
花
選
手
が

優
勝

６
・
３	

自
動
車
メ
ー
カ
ー
５
社
の
型
式
指
定
申

請
で
不
正
発
覚

６
・
４	

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
処
理
水
の
６

回
目
の
海
洋
放
出
を
完
了	

６
・
５	
２
０
２
３
年
の
出
生
率
が
１.
20
と
な
り

過
去
最
低

６
・
６	

欧
州
中
央
銀
行
が
政
策
金
利
を
０
・
25

％
引
き
下
げ	

	

６
・
７	

プ
ロ
野
球
広
島
の
大
瀬
良
投
手
が
史
上

90
人
目
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達
成

６
・
８	

全
国
中
学
校
体
育
大
会
の
規
模
縮
小
の

た
め
２
０
２
７
年
度
か
ら
実
施
し
な
い

９
競
技
を
発
表	

６
・
９	

イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
が
３
期
目
の
首

相
に
就
任	

	

６
・
10	

ヤ
マ
ト
運
輸
が
宅
急
便
で
置
き
配
サ
ー

ビ
ス
を
開
始

６
・
11	

２
０
２
３
年
度
の
個
人
情
報
漏
え
い
が

過
去
最
多
の
１
万
３
２
７
９
件

６
・
12	

小
池
百
合
子
知
事
が
都
知
事
選
の
３
選

出
馬
を
表
明	

６
・
13	

先
進
７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
）
が
イ
タ
リ
ア
南
部
プ
ー
リ
ア
州
フ

ァ
サ
ー
ノ
で
開
幕

６
・
14	

日
銀
が
国
債
買
い
入
れ
の
減
額
を
決

定	

６
・
15	

ウ
ク
ラ
イ
ナ
平
和
サ
ミ
ッ
ト
に
57
カ
国

の
首
脳
級
出
席
へ 

６
・
16	

プ
ロ
野
球
セ
・
パ
交
流
戦
で
楽
天
が
球

団
創
設
20
年
目
で
初
の
優
勝

６
・
17	

渋
谷
区
議
会
が
渋
谷
駅
周
辺
の
路
上
や

公
園
で
の
飲
酒
を
通
年
で
禁
止
す
る
条

例
改
正
案
を
全
会
一
致
で
可
決

６
・
18	

リ
ニ
ア
工
事
で
山
梨
、
静
岡
と
Ｊ
Ｒ
東

海
の
３
者
合
意
締
結
へ	

６
・
19	

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
24
年
ぶ

り
北
朝
鮮
を
訪
問	

６
・
20	

東
京
都
知
事
選
が
告
示
さ
れ
56
人
が
立

候
補

６
・
21	

関
東
甲
信
地
方
が
史
上
３
番
目
に
遅
い

梅
雨
入
り

６
・
22	

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
金
沢
21
世

紀
美
術
館
が
半
年
ぶ
り
に
全
面
再
開 

６
・
23	

沖
縄
戦
終
結
79
年
「
慰
霊
の
日
」
を
迎

え
る

６
・
24	

顧
客
情
報
無
断
共
有
で
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
に
業
務
改
善
命
令

６
・
25	

月
の
裏
側
で
土
壌
な
ど
採
取
し
た
中
国

の
無
人
探
査
機
「
嫦
娥
６
号
」
が
帰
還

６
・
26	

大
飯
原
発
３
、
４
号
機
が
新
制
度
導
入

で
初
の
運
転
開
始
、
40
年
ま
で
の
管
理

計
画
を
認
可

６
・
27	
電
気
・
ガ
ス
料
金
の
負
担
軽
減
策
を
８

月
か
ら
再
開
へ

６
・
28	

「
紅
麹
」
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
摂
取
後
の

死
亡
事
例
で
新
た
に
76
人
を
発
表

６
・
29	

東
京
都
の
推
計
人
口
１
４
１
７
万
人
と

な
り
過
去
最
多
を
更
新

６
・
30	

国
際
女
性
会
議
を
刷
新
し
次
世
代
育
成

や
国
連
と
の
協
調
重
視
改
編
へ

７
・
１	

将
棋
の
藤
井
聡
太
七
冠
が
最
年
少
で

「
永
世
棋
聖
」
資
格
を
獲
得 	

７
・
２	

23
年
度
の
税
収
が
72
兆
円
で
過
去
最
高

を
記
録	

	
	

７
・
３	

約
20
年
ぶ
り
と
な
る
新
紙
幣
の
発
行
を

開
始	

７
・
４	

東
京
株
式
市
場
で
東
証
株
価
指
数
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
が
約
34
年
半
ぶ
り
に
史
上

最
高
値 		

７
・
５	

英
下
院
総
選
挙
で
野
党
労
働
党
が
圧
勝

し
14
年
ぶ
り
政
権
交
代

７
・
６	

イ
ラ
ン
大
統
領
選
で
19
年
ぶ
り
に
改
革

派
マ
ス
ー
ド
・
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ア
ン
元
保

健
相
が
当
選

７
・
７	

東
京
都
知
事
選
が
投
開
票
さ
れ
小
池
百

合
子
氏
が
３
回
目
の
当
選	

７
・
８	

フ
ラ
ン
ス
総
選
挙
で
左
派
連
合
が
一
転

最
大
勢
力
に

７
・
９	

検
察
ト
ッ
プ
の
検
事
総
長
に
女
性
初
の

畝
本
直
美
氏
が
就
任

７
・
10	

富
士
山
の
静
岡
県
側
で
山
開
き
を
迎
え

る

７
・
11	

東
京
株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
が
初

の
４
万
２
０
０
０
円
台

７
・
12	

松
山
城
が
あ
る
山
の
斜
面
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
3
名
が
死
亡

７
・
13	

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
選
挙
集
会
で
銃

撃
さ
れ
る

７
・
14	

女
子
ゴ
ル
フ
の
古
江
彩
佳
選
手
が
エ
ビ

ア
ン
選
手
権
で
優
勝
し
メ
ジ
ャ
ー
初
制

覇

７
・
15	

共
和
党
の
党
大
会
で
ト
ラ
ン
プ
氏
を
ア

メ
リ
カ
大
統
領
候
補
に
正
式
指
名



24なれている　作業だけども　油断大敵　指差し確認

　5月12日から26日にかけてサンケイスポーツセンターにおいて、会員企
業のチームによる野球大会を開催した。今回は20社の参加があり、試合
の結果、株式会社サニクリーン東京が本大会４連覇を果たした。

　当協会では会員企業間の交流を目的に厚生事業を行っている。

　本コーナーでは令和6年７月までに実施した厚生事業の一部をご紹介するので、

興味ある方は是非次回のご参加を検討いただきたい。

第98回  ビルメン野球大会

小茅厚生委員長（左）と優勝
した㈱サニクリーン東京（右）

厚 生 事 業  実 施 報 告

㈱サニクリーン東京

トーナメント組合わせ

リ
ン
レ
イ

第
一
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

日
本
メ
ッ
ク
ス

山
崎
産
業

サ
ニ
ク
リ
ー
ン
東
京

三
幸

東
京
不
動
産
管
理

オ
リ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

シ
ミ
ズ
オ
ク
ト

ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ

大
成
有
楽
不
動
産

日
本
管
財

朝
日
管
理

京
王
設
備
サ
ー
ビ
ス

東
幸

鹿
島
建
物
総
合
管
理

東
京
美
装
興
業

グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ
プ

16 19４ 13

２ ３１ ５

１ ４９ ０

９ 28４ ８

不
戦
勝

２ ４

０

17 ９

15

７ ９10 ２

９ 16０

２ １11 ９

３ ２５

優 勝



25 一歩前への体調管理　一歩さがって　目配り　気配り　おもいやり

　5月30日に埼玉県の石坂ゴルフ倶楽部において、ゴルフ大会を開催した。
今回は25社27名の参加があり、優勝は株式会社東幸の田島多加次様と
なった。

第206回  ゴルフ大会

野口副会長挨拶

優勝の㈱東幸　田島多加次様

参加者全員で



26「ちょっとまて」いつもの作業に隠れた危険　たゆまぬ努力で危険予知

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

国際衛生株式会社　TEL : 03-3667-6711
https://www.kokusaieisei.jp/

ムシパンチ M300
不快害虫用駆除剤（害虫防除剤）

ムシパンチ M300 はムースタイプの防除剤でチョウバエ、
コバエ類を発生源から駆除します。昆虫成長制御剤とピレ
スロイド系殺虫剤を配合しており幼虫と成虫に確実な効果
を発揮します。昆虫成長制御剤とは幼虫が脱皮するのを阻
害し、成虫になる前に死滅させます。また哺乳動物に対し
て影響を与えない安全性が高い防除剤です。
清掃しづらい排水溝、排水口、グレーチング、配管等のス
カムなどチョウバエが潜伏しやすい場所に最適です。

ムースタイプの
害虫防除剤

300ml　24本/ケース



27 自己流掃除は赤信号　正しい知識で安全な行動を

　赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※７月１日までに協会へご連絡のあった変更情報です。告　知　板

■委員長　吉澤幸夫　　　
■委　員　里見貴弘　庄司和明　鈴木英司　藤井智宏　宮下洋介

広 報 誌 令和６年８・９月号（第615号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二　　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

所在地変更
社名 所在地 電話番号

後藤建築事務所株式会社 135-0063 東京都江東区有明3-7-26 
有明フロンティアビルＢ棟214 03-5579-6371

第一ビルサービス株式会社 141-0031 東京都品川区西五反田2-7-12 
五反田アレー6F 03-3491-2781

フジビルサービス株式会社 101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-7 
ひまわり神田ビル3F 03-6260-7900

株式会社マイスターエンジ
ニアリング 100-0005 東京都千代田区丸の内1-7-12 

サピアタワー15F 03-6756-0311

株式会社丸誠サービス 160-0023 東京都新宿区西新宿6-24-1 
西新宿三井ビルディング10F 03-5322-6270

代表者変更
社名 新代表者名

エースセンター株式会社 持丸　孝則

株式会社シービーエス 小坂　珠実

株式会社シービーケー 井上　智雄

スターツファシリティー
サービス株式会社 磯﨑　一雄

住友セメントシステム開発
株式会社 辻田　享二

戸田ビルパートナーズ
株式会社 有馬　弘

社名 新代表者名

南海ビルサービス株式会社 山本　昇

不二ビル管理株式会社 佐藤　政志

雪印メグミルクビジネス
ソリューション株式会社 石丸　敏美

読売不動産株式会社 佐藤　公寛

労働者協同組合労協センター
事業団 平本　哲男

会社名変更
旧社名 新社名

企業組合労協センター事業団 労働者協同組合労協センター事業団

会社名・所在地変更
社名 所在地 電話番号

株式会社イーグルスペース
旧社名）株式会社イーグル
　　　　メンテナンス

144-0033 東京都大田区東糀谷1-21-4 
ＭＳビル1F 03-6715-1196
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